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応用記述

AVR1302 : XMEGA ｱﾅﾛｸﾞ比較器の使い方

Atmel 8ﾋﾞｯﾄ AVR ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ
要点

● 柔軟な入力選択
● 高速対低電力の任意選択
● 選択可能な入力ﾋｽﾃﾘｼｽ
● I/Oﾋﾟﾝで利用可能な比較器0出力
● 選択可能な基準電圧
● 窓動作

序説

XMEGA®のｱﾅﾛｸﾞ比較器(AC)部署は、柔軟な多重器(MUX)設定、統合された基準電圧縮尺
器と多数の形成設定任意選択を持つ高性能な2重(2つの)比較器です。それは窓機能を実装
するために内部比較器出力を組み合わせて比較する任意選択も持っています。

本応用記述は素早い準備と行動のための例と共にXMEGAのｱﾅﾛｸﾞ比較器(AC)の基本的な
機能を記述します。その上、Cで書かれたﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが含まれています。

図1. ｱﾅﾛｸﾞ比較器概要
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図1-1. ﾋｽﾃﾘｼｽ設定の違い
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ﾋｽﾃﾘｼｽ設定に対する電気的特性の詳細に関してはﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照してください。

1.4. 共通状態ﾚｼﾞｽﾀ

ｱﾅﾛｸﾞ比較器部署に対する状態ﾚｼﾞｽﾀ(STATUS)が両比較器部に関する現在の状態と割り込み要求ﾌﾗｸﾞを網羅します。

2つの比較器状態(ACnSTATE)ﾋﾞｯﾄは比較器部の出力に直接繋げられていて、各比較器に対する現在の状態を示します。

2つの割り込み要求ﾌﾗｸﾞ(ACnIF)ﾋﾞｯﾄは、割り込みが許可されているか否かに拘らず割り込み条件発生時に論理1の設定を得ます。
各比較器は毎回の出力での正端または負端、または出力切り替わりで割り込み状態を生じる形成設定にすることができます。これは
各比較器の制御ﾚｼﾞｽﾀ(ACnCTRL)の割り込み条件種別(INTMODE)ﾋﾞｯﾄ領域で形成設定されます。

状態ﾋﾞｯﾄと割り込み要求ﾌﾗｸﾞの同じ識別分類は状態ﾚｼﾞｽﾀ(STATUS)の窓動作状態(WSTATE)ﾋﾞｯﾄと窓動作割り込み要求ﾌﾗｸﾞ
(WIF)ﾋﾞｯﾄに適用します。窓動作は1.6.項で網羅されます。

1.5. 電圧縮尺器

比較器に対する入力選択の1つがVCCに接続された内部電圧縮
尺器です。これはｱﾅﾛｸﾞ比較器部署内の内部6ﾋﾞｯﾄDACです。

6ﾋﾞｯﾄDACは1/64×VCCからVCCまでの不連続な64段階の電圧を
生成することができます。図1-2.は電圧縮尺器の概要を示します。

縮尺係数は制御ﾚｼﾞｽﾀB(CTRLB)の電圧縮尺器係数(SCALEFA 
C)ﾋﾞｯﾄ領域で選択されます。

図1-2. 電圧縮尺器概要
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1. 部署概要
本項はｱﾅﾛｸﾞ比較器の基本的な機能と形成任意選択の概要を提供します。そして2.章がﾚｼﾞｽ ﾀ内容と形成詳細とで準備と実行のた
めの基本段階を簡単に片付けます。

1.1. 比較器動作

各比較器部は自身の制御と多重器(MUX)選択のﾚｼﾞｽﾀの組を持っています。全ての目的と意向について、これらは独立して動作す
ることができます。

一般に、正入力信号が負入力以上の場合に比較器出力が論理1、さもなければ論理0です。

各比較器の多重器(MUX)制御ﾚｼﾞｽﾀ(ACnMUXCTRL)は正及び負の入力に対して使用する信号を選びます。正入力はｱﾅﾛｸﾞ入力
ﾋﾟﾝ、AC0, AC1, AC2, AC3, AC4, AC5, AC6に接続することができます。負入力はｱﾅﾛｸﾞ入力ﾋﾟﾝ、AC0, AC1, AC3, AC5, AC7に
接続することができます。

加えて、入力は次の内部信号の1つを選択することもできます。12ﾋﾞｯﾄDACからの出力、ﾊﾞﾝﾄﾞｷﾞｬｯﾌﾟ基準電圧、ｱﾅﾛｸﾞ比較器部署に
対する内部電圧縮尺器、DAC出力は正入力ﾋﾟﾝでだけ利用可能です。電圧縮尺器は1.5.項で網羅されます。

1.2. 高速対低電力の動作

各比較器は高速性能または低電力動作のどちらかに形成設定することができます。各比較器の制御ﾚｼﾞｽﾀ(ACnCTRL)の高速動作
(HSMODE)ﾋﾞｯﾄを設定(1)することによって、比較器は高速動作用に偏倚されます。このﾋﾞｯﾄの解除(0)は比較器内の伝播遅延を増や
しますが、消費電力をより低くします。2つの比較器は独立して形成設定することができます。

1.3. 選択可能な入力ﾋｽﾃﾘｼｽ

各比較器は、なし、低、高のﾋｽﾃﾘｼｽに形成設定することができます。お互いに非常に近い比較信号の応用に対して、ﾋｽﾃﾘｼｽ増加
は信号が雑音性の場合に比較器出力の過度の交互切り替わりを避ける手助けになるでしょう。

ﾋｽﾃﾘｼｽ ﾚﾍﾞﾙは各比較器の制御ﾚｼﾞｽﾀ(ACnCTRL)のﾋｽﾃﾘｼｽ種別(HYSMODE)で形成設定することができます。2つの比較器部は
独立して形成設定することができます。図1-1.はﾋｽﾃﾘｼｽ設定の違いを図解します。
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1.7. 出力ﾋﾟﾝで利用可能な比較器0出力

制御ﾚｼﾞｽﾀA(CTRLA)の比較器0出力許可(AC0OUT)ﾋﾞｯﾄの設定(1)によって、比較器部0からの出力はｱﾅﾛｸﾞ出力ﾋﾟﾝAC0OUTに接
続されます。比較器0はこの機能で動作するように形成設定及び許可されなければなりません。この出力はﾃﾞｼﾞﾀﾙで、正入力が負入
力以上なら論理1を読み、その逆も同様です。

2. 開始に際して
比較器での準備と実行のために必要な少数の段階は次の通りです。

1. 使用したい比較器に対する多重器(MUX)設定を形成設定してください。
2. 各比較器に対して使用するどれかの割り込み条件を形成設定してください。
3. 割り込み処理の使用を望むなら、割り込みﾚﾍﾞﾙを形成設定してください。
4. 使用したい比較器を許可してください。

比較器の初期設定、使用、窓動作の使用法の詳細な例に関しては本応用記述に関するｿﾌﾄｳｪｱ例を学んでください。

3. ﾄﾞﾗｲﾊﾞ実装
本応用記述はCで実装された基本ｱﾅﾛｸﾞ比較器(AC)ﾄﾞﾗｲﾊﾞの一括ｿｰｽ ｺｰﾄﾞを含みます。それはIAR Embedded Workbench® ｺﾝﾊﾟ
ｲﾗで書かれています。

注: ｱﾅﾛｸﾞ比較器(AC)ﾄﾞﾗｲﾊﾞが高性能ｺｰﾄﾞでの使用に対して意図されていないことに注意してください。それはACでの始めを得る
ためのﾗｲﾌﾞﾗﾘとして設計されています。ﾀｲﾐﾝｸﾞとｺｰﾄﾞ量が重要な応用開発については、ACﾚｼﾞｽﾀに直接ｱｸｾｽすべきです。より
多くの詳細についてはﾄﾞﾗｲﾊﾞのｿｰｽ ｺｰﾄﾞとﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照してください。

3.1. ﾌｧｲﾙ

一括ｿｰｽ ｺｰﾄﾞは次の3つのﾌｧｲﾙから成ります。

● ac_driver.c : ｱﾅﾛｸﾞ比較器(AC)ﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｿｰｽ ﾌｧｲﾙ
● ac_driver.h : ｱﾅﾛｸﾞ比較器(AC)ﾄﾞﾗｲﾊﾞ ﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙ
● AC_exmple_polled.c : ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ関数とﾋｽﾃﾘｼｽと共に1つの比較器をACﾄﾞﾗｲﾊﾞで使用するｺｰﾄﾞ例
● AC_exmple_window_and_interrupt.c : 窓動作でACを割り込みと共に使用するｺｰﾄﾞ例

利用可能なﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ関数とそれらの使用の完全な概要についてはｿｰｽ ｺｰﾄﾞの資料を参照してください。

3.2. Doxygen資料化

全てのｿｰｽ ﾌｧｲﾙはDoxygenを使用する自動資料生成用に準備されています。Doxygenは特別なｷｰﾜｰﾄﾞを使用してｿｰｽ ｺｰﾄﾞを分
析することによって、ｿｰｽ ｺｰﾄﾞから資料を作成するﾂｰﾙです。Doxygenについてのより多くの詳細に関してはhttp://www.doxygen.org
を訪ねてください。予めｺﾝﾊﾟｲﾙされたDoxygen資料は本応用記述に伴うｿｰｽ ｺｰﾄﾞと共に供給され、ｿｰｽ ｺｰﾄﾞ ﾌｫﾙﾀﾞのreadme.html
ﾌｧｲﾙから利用可能です。

4. 改訂履歴

1.6. 窓動作

窓動作は或る電圧範囲または窓に対する信号監視を意図されています。比較器出力は信号が他より上かまたは下のどちらかかを示
し、一方窓動作出力は信号が電圧範囲の上、下、内側のどれかを示します。

割り込み条件は信号が電圧範囲の内側、外側、以上、以下の時に生じ
ることができます。窓動作は窓動作制御ﾚｼﾞｽﾀ(WINCTRL)の窓動作許
可(WEN)ﾋﾞｯﾄで許可されます。割り込み条件は同じﾚｼﾞｽﾀの窓動作割り
込み条件種別(WINTMODE)ﾋﾞｯﾄ領域で形成設定されます。

2つの比較器に対する正と負の入力は伝統的な動作に対してと同じ方
法で多重器を使用して選択されます。窓機能を使用するために比較器
0の正入力と比較器1の正入力を外部的に接続するか、または直接両
多重器(MUX)を同じ入力に接続する必要があります。この接合点は監
視する信号へも接続します。

1.4.項で記述されるように、現在の窓状態と関連する割り込み要求ﾌﾗｸﾞ
は状態ﾚｼﾞｽﾀ(STATUS)で得られます。

図1-3. 窓動作用接続設定
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